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町の面積の約75％を占め、多面的機能を有する森林の保全は、水源涵養
や国土保全という観点からも重要です。
豊かな森林を現在及び将来にわたって守り、次世代に引き継ぐため、錦

江町では森林所有者等の責務や森林取引等の事前届出制度等を定めた「錦
江町森林の整備保全に関する条例」を制定しました。

森林所有者等は、所有する森林を適正に管理し、多面的機能の維持増進
に努めなければなりません。
町は、森林の多面的機能の維持増進に関する施策を効果的に推進するも

のとします。

令和６年１月１日以降に、錦江町内の森林（立木のみの場合を含む）の
売買などの契約を締結しようとするときは、錦江町森林の整備保全に関す
る条例に基づき、その30日前までに当事者の氏名・住所、取引後の森林の
利用目的等を町に届け出なければなりません。

森林所有者等の責務等

森林取引等の事前届出制度

詳しくは裏面へ

● ホームページ

錦江町森林保全条例 検索
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対象となる森林
錦江町内の森林のうち大隅地域森林計画の対象区域に含まれる森林
※ 町内の森林は、すべて対象になっています。

○届出対象の取引…町内の森林の土地及び立木にかかる
贈与、売買、交換、地上権、地役権、使用貸借、賃
貸借に関する契約（相続は対象になりません）。

○届出者……………森林所有者など土地・立木に関する権利をお持ちの
方（売主等）

○届出期限…………契約締結予定日の30日前まで
○届出先……………町長（最終ページ記載の本庁・産業振興課または支

所・産業建設課に提出してください。郵送可）
○適用除外…………取引の相手方が国や地方自治体である場合などは対

象となりません。
※ 詳細については、最終ページ記載の産業振興課、

産業建設課にお問い合わせください。

事前届出の概要

届出後の流れ
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③町からの
助言内容を
伝達

報告徴収・立入調査 ※1

②機能保全を図る
ために必要な助言

勧告・公表 ※2

①契約締結予定日の
30日前までに届出

④契約

※1 届出内容に不明な点などがある場合は、必要に応じて届出者（売主など）に報告を求めたり、森林への立入調査
を行います。

※2 届出をしなかったり、虚偽の届出をした者又は報告徴収・立入調査を理由もなく拒む等の行為を行った者には、
必要な措置を講ずるよう勧告を行い、勧告に従わない場合は、氏名・住所及び勧告内容等を公表することがあり
ます。
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届出書の様式
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事前届出制度のQ&A

錦江町内の森林は、すべて対象になります。
（大隅地域森林計画の対象区域に含まれる町内の森林）

Q１ 対象となる森林はどこですか？

Q２ どのような場合に届出が必要ですが？
森林の土地・立木に関する権利（所有権、地上権など）を売買などの移

転または新たに設定する契約を締結しようとする場合に届出が必要になり
ます。
（相続は対象外です）

Q３ 届出はだれが、いつおこなうのですか？
森林所有者等（売主等）が、契約を締結しようとする日の30日前までに

下記の産業振興課・産業建設課に届け出てください。

Q４ 届出書の記載内容は？
契約の当事者の氏名・住所、当該森林の所在・面積、所有権等の種別、

契約後の森林の利用目的等です（前ページの記入例を参照してください）。
届出書の様式は、町ホームページ（「錦江町森林保全条例」で検索）か

らダウンロードするか、下記の産業振興課・産業建設課で配布しています。

Q５ 届出をしないとどうなるのですか？
届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合は、必要な措置を講ずるよ

う勧告を行い、勧告に従わない場合は、氏名等を公表することがあります。

Q６ この条例の届出を行えば、森林法や国土利用計画法に基づく届け出は
必要ないのですか？

必要です。
森林法や国土利用計画法に基づく届出は事後の届出であるため、新たに

森林所有者等（買主等）になった方から、町に別途届出を行っていただく
必要があります。

届出先 住所 電話番号

錦江町 産業振興課 経済チーム 〒893-2302 錦江町城元963 0994ʷ22ʷ3034

産業建設課
経済建設チーム 〒893-2492 錦江町田代麓827-1 0994ー25ʷ2511

【問い合わせ先】
産業振興課 経済チーム
TEL 0994-22-3034 / FAX 0994-22-1951
E-mail Keizai@town.kinko.lg.jp

●ホームページ

錦江町森林保全条例 検索
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